
適齢                             香川真澄 

 

土くれのごとく 

生きよ 

土砂降りに打たれても 

時間が指の隙からさらさら落ちて 

もう 

日々が手の施しようもなく 

立ち行かなくなったとしても 

それでも生きていよ 

飼っているもののためでも 

からかわれて、泣きじゃくっている 

もののためでもなく 

書きかけてやめてしまった 

mailの返信のためでも 

なく 

過去やみらいのためでもなく 

じぶんじしんのためでもなく 

まして、たにんじしんのためでさえなく 

生きて、生きていよ 

名前がなく 

記憶もなく 

素性が知れなくなっても 

卑怯でも、うそを並べ立ててでも 

秘境ででも、うわさに戸を立ててでも 

孤立をしても 

聞き分けが無くなっても 

脚がもげて 

耳がちぎれて 

両目が闇にとざされたとしても 

生きていよ 

生きていいから、そこにいよ 

 

 

2026年 1月 12日 

午前 10時 40分脱稿 


